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(渺は10のマイナス11乗。1001字以内。SFホラー風ショートショート。【少年愛の美学】の風味添え)
笛地静恵
光のない洞窟に、二つの眼が光った。
「願いごとをかなえてやろう。その代わり、お前のひとつの命をもらう」
「僕は、この国の王となる」
王子の高低ふたつの声が、凛凛と木霊した。
「願いは、きいた」
神聖な契約が締結された。もう後戻りはできない。
それからのわが軍は、連戦連勝だった。
危地に陥ると、土竜が介入した。
それは、大地震や雪崩や川の氾濫という自然現象の形をとった。
土竜の存在は、あの地下の洞穴へ下った王子と侍童の私の外には、見えなかったのだ。
兵力の差による劣勢という戦局。それを一挙に転換させた。
有利に、戦闘を展開することができた。もちろん、つねに真剣な議論を重ねて、練りに練った王子の戦略の卓抜もあった。地形と天候の変化に対する最新の知識に裏打ちされていた。
王子のたましいの片方には、肉体を離脱して、上空から情勢を見下ろす秘密の力があった。
土竜の加勢は、画竜点睛の役割を適切に果たしたのだ。
わが軍の奇跡的な勝利の噂は、全土に伝搬した。
中立の立場を貫いていた各地の諸侯たちが、反乱軍に参加した。
双頭の鷲の旗のもとに同盟軍を結成した。軍隊は膨れ。
王の首を切断した。
王子は父母を殺した伯父から、王位を取り戻した。
しかし、戦いに継ぐ戦いの日々の苛酷は、もともと病弱で、微妙な均衡の下に保たれていた王子の肉体を、回復不可能な状態にまで、疲弊させた。
王子も覚悟を定めた。鷲のような横顔の線は、ますます鋭く研ぎ澄まされた。
主治医も、もう回復の見込みはないと、断言した。時が来たのだ。
私は、最後の夜を、王子と床をともにした。今までの、いくつもの夜が、そうであったように。
王宮の地下に、土竜の喜びを感じた。土台が震えた。
王子の二つの頭のうちの一つが、首から落ちた。地中に消えた。一心同体であった兄の方が、土竜と行った。
どちらが選ばれるかは、最後まで分からなかった。弟の王子は泣いた。
戴冠式を経て、その頭に黄金の王冠を抱いた。
それまでとは、比較にならぬ強壮な肉体で、王国を統治した。
その年の作物の収穫は豊作だった。土竜が王土を肥沃にした。飢饉の日々は終わった。
すべてが変化したが、彼は、王となった多忙な日々の中でも、頭部の前後に、二つの口を持つ侍童を変わらず愛した。
しかし、あの二つの頭に同時にキスされる夜が、忘れられないでいる。
本業のお話を少し
古川モトイ
実は本業は学習塾の雇われ経営者です。経営者と言っても零細ですので大きな椅子にふんぞり返っているのではなく、ホームセンターでトイレットペーパーを買って補充したり、駐車場の消えかけた白線を上から塗りなおしたりといった、積もり積もった細かい仕事を日々こなすわけですが、さすがに教育業界の話題には敏感になっているので少しそのへんのお話などを。
英検の今
実は私のやっている塾では英検対策講座にそこそこ力を入れておりまして、とりあえずその界隈の話からさせていただこうという感じなのですが、英検は比較的受験された方も多いのではないかと思います。ただし、その英検は昭和52年生まれの私が学生の時代から見てもだいぶ変化しています。紹介していきます。
3級に英作文試験が導入されたよ!
まず、3級から面接試験があるのは以前から変わらないのですが、3級から英作文の問題が出題されます。
4・5級でも面接試験が「選択」できる!
これまで3級以上では面接試験は必須だったのですが、より下の級でも希望者は面接試験を受けることができるようになりました。
点数がCEFRで出るようになった
あとで解説します。
他に細かいところだと「面接官はアドリブを基本挟まなくなった」とかもあるのですが、とりあえずはじめの二つに関してはCEFRの影響ではないかと私は考えております。
CEFRとは
CEFRは「ヨーロッパ言語共通参照枠」の略で、英語に限らず、あらゆる言語の言語力を量るためのヨーロッパで作られた規格です。特に大陸では越境して仕事をする人も多いので、ビジネスに際してどれぐらいの言語力があるのかをシビアに判断する基準が必要なのでしょう。なので英検も単純に「○問正解したら合格」と言った形式ではなくなっています。現在日本で用いられている規格では「読む」「聞く」「話す」「書く」の4技能評価を実施していて、各技能の満点が1000点として、全技能の満点は4000点が設定されています。ただし、私の知るところだと、現在、日本で行われている検定にはCEFR4000点を判定できる検定はいまだ存在していません。しかも、このCEFRですが、ヨーロッパでは2018年に改革が行われまして、現行、「リスニング理解」「読解力」「双方向型の会話力」「双方向型の作文力」「単方向型の発話力」「単方向型の作文力」「調停、仲裁力」の7技能評価に取って代わられています。技能ごとの詳しい説明など中身についてはご自分で調べていただくとして、とりあえず「CEFRは日本には上手く舶来しなかった」という認識でよいと思います。
このCEFRのごたごたのあおりを大なり小なり食らったのが日本の大学受験です。日本の大学受験の英語では、民間の英語の検定を利用して、CEFRの点数を大学受験で評価しようと目論んでいたわけです。しかし、英語教育についてある程度の知見がある人間は「2018年にヨーロッパはCEFRの仕組み変えちゃったけどいいの?」って思ってしまうわけです。ここで気をつけていただきたいのが、全ての英語教育関係者が「CEFRをヨーロッパ並みにアップグレードしろ」と言っていたわけではないのです。例えば日本の大学受験や大学教育の実情から考えると「調停、仲裁力」は不要だと考える人間もいて、あくまでも「日本の大学受験ではどうするの?」と考えたわけです。それをとくにフォローもせずにごり押ししたせいでつまづいたわけです。
大学入試のシステムは据え置きでいいのか
あくまでも私、古川モトイ一個人の意見ですが、良い訳が無い。そもそも、大学入試改革は本来、受験の質を高めることが目的で、ひいては日本の大学教育の質の向上が目的であったので、現在のマスメディアの主流である「旧来の大学入試を是」とする風潮は、日本の教育の国際競争力を相対的に下げ続けていると言ってよいでしょう。とくに我らが東アジア地域の各国は、欧州メディアが発表する各種の世界大学ランキングをロビー活動で「獲りに行く」傾向が高まっています。世界大学ランキングというのは別に絶対基準があるものではなく世界各地に散在する教育メディアなどが割りと好き勝手に発表しているブツです。それぞれにどれぐらい丁寧にランキングをつけているかを無視すれば「2020年、絶対痩せるダイエットランキング」みたいなブツと同列です。なので各団体にロビー活動を仕掛けることでランキングは挙がる可能性があるわけです。だとしても一党独裁で変動相場制を採用していない中国のような国にド派手な教育費の使われ方をされれば、日本の大学教育の質は相対的に落ちていくことになるわけです。今回の大学入試改革に関してはマスメディアも報道の仕方が上手かった。「僻地に住んでいる学生が国公立の受験が難しい」、「通えない」という意見をだいぶ拡声しておりましたが、マスメディアの誰か一人でも「機会創出」って概念について触れたのでしょうか?そもそも日本の国が担保するべきなのは「大学教育を受ける権利」であって、「日本の北端から東大に通学する権利」ではないのです。「大学教育というのは法律できちんと質が担保されていて、法律が担保し
いる以上の事を行政府がなぜやらなくてはいけないのか?法が定めるところの機会創出の役割は果たされている!」という意見がどこからも出てこない。「身の丈」発言は確かにまずかった。あの時、萩生田大臣は「地理的な条件に関しては、試験会場は出来る限り増やします。また、地元の大学のどこが悪いのか、具体的に文科省までご意見をお寄せください。改善します。金銭的な負担については助成が出せるように検討をしております。」とはっきり言えばよかった。問題はそれだけではなかったにせよ、なぜそれが言えなかったのか。その点については萩生田大臣も文部科学省も完全に失策したなというのが感想です。あと、今回は強行しないのが吉だと、私も思います。
文部科学省のポカはこれだと思う
まず、CEFRを重視しすぎた点。日本の国際競争力を高めるためにCEFRという欧州で上手く行ってる(もしくは「行きそうな」)仕組みがあるので、大いに参考にして、一部は採用します…ぐらいにしておけばよかったのに、そういう方向の慎重さが無かった。実は韓国も日本に先駆けて英語教育改革をやろうとして失敗しておりまして、この件に関しては(私は対して詳しくないのですが)国民性とかそういう問題ではなく、単に第一外国語の教育改革というモノが難しいという事実を教育界に突きつけたと感じておるのです。日本は隣国を見て学んで欲しかった。
次に、もっと「ぶっちゃける」べきだった。「日本の大学入試の英語にスピーキングのテストが無い!ヤバイ!なんとしても英語ないし外国語の面接試験を導入しないとヤバイ!」ってとっととぶっちゃけて、国民全体で「そうか、特に理系は英語がしゃべれなかったら国際的な学会で発表できないもんな」という機運を高めていないといけなかった。結果、ここ数年、着々と進んでいた大学入試改革にさほど興味を示さなかったマスメディアが、土壇場になって、日本の大学入試のアキレス腱は一切無視して、入試の質を高める意見は全く出さずに、単に政権叩きに終始してあのザマ。なお英作文の採点も同じ。
また、脇が甘かった。ベネッセさんは恐らく結構なお金を使って(それもかなり)今回の改革に臨んでいたようですが、利益誘導ではないかとマスコミに叩かれて、まあこれはいたしかたない。なおTOEICは途中で「ウチはやっとれん」と大学入試改革から降りています。
最後に、まあ普通に考えれば、文科省は大学生が英語で学会発表したり、ディベートできる力が欲しかったのよ。でも萩生田大臣自身は大学入試改革についてディベートが足りてなかったと思いません?私はそう思います。
murboさんからリクエストがあったので英語教育から大学受験改革のド滑りについて書きましたが、私が勘違いしている部分も多々あるでしょう。でも、あくまで私見なのでご容赦ください。あと、勘違いされると困るのですが、私は英語は苦手です。英語苦手すぎて高校卒業危うかったぐらいなので。ただ、私の高校時代の恩師である英語のT先生に「別にオレ、将来仕事で英語使わんもん!」って悪態をついたところ「分からんぞ、英語の先生になるかも知れんがや!」と言われたのを覚えておりまして、今思うと、あれは呪いの類だったのではないかなと。英語の先生にはなってないけど、仕事で英語扱うハメにはなりました。どうしてこんなことに。
リビングデッド・シスター
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ゴールデンウィークになった。結局のところ、僕はまだ再就職ができていない。堀江の事務所での仕事が次第に忙しくなってきたのだ。ネットで検索させられたり、特定の人物を尾行させられたり、方々のビルの郵便受けをカメラで撮影させられたり。堀江はその目的をいちいち説明したりはしない。ひょっとしたら、僕が相手側に捕まっても、秘密を洩らすことができないようにしているのだろうか。だとしたら、非常に怖い。
いつか、僕もテイ国に拉致されるのではないか。
堀江は、ゴールデンウィークは休みにしてくれた。ひとときの休息。このところ疎遠になっていた由希子とも、デートができる。きっと大混雑しているであろうディズニーランドへ行かなきゃけないと思うと憂鬱になるが、それでもデートはうれしい。
堀江と河合さんもデートをするのだろうか。できるだけ由希子に注意を集中しようとしているが、河合さんのことがどうしても気になる。
ディズニーランドは、案の定、芋洗い状態だった。どのアトラクションも長蛇の列。だが、由希子はアトラクションに執着しているのではなく、ただパレードが見たかったので、大混雑していてもいっこうに平気だった。早めに見物する場所を確保し、そこで待機する。そのためのビニールシートも用意してあった。まるで小さな子供のいる父親だ。僕も結婚して子供ができれば、こんな風に場所取りをさせられるのだろうか。
やがて、パレードが近づいてくる。それまでビニールシートに座っていた由希子が、すっくと立ち上がってパレードに熱い視線を送る。
そのとき、僕のスマホが鳴った。
ジャケットのポケットから取り出して、ディスプレイを見る。堀江だった。耳に当てるが、パレードの音楽と歓声でよく聞こえない。僕はパレードに夢中になっている由希子をほっぽりだして人混みから抜け出し、あまり人のいないところへ一人で移動した。
「ああ、高梨さん、よかった。無事ですか」
堀江が言う。焦っているような口振りだ。
「無事です。どうしたんですか」
「今どこですか」
「ディズニーランドにいます」
「彼女と二人で?」
「そうです」
「今すぐ出て、家に帰ってください」
「え?」
「今すぐ家に帰りなさい!」
「どうしたんですか」
「人の集まるところは危険です。家に帰って、戸締まりをして、外へ出ないように」
「わ、わかりました」
「それから、渋谷へは絶対に行かないように」
「は、はい」
「テレビをつけて、ニュースに気をつけていてください」
「はい」
「では、また連絡します」
僕はあわてて由希子のいるところへ戻った。
パレードはちょうど僕たちが場所取りをした位置にさしかかっていた。由希子は背伸びをしてパレードに手を振っている。僕は由希子の背中を叩き、注意をこちらに向けた。
「今すぐ帰ろう」
大声で言う。
「え? なんて?」
「今すぐ家に帰るんだ」
由希子がとたんにむっとした顔になる。
「どうして? パレードの真っ最中よ」
「いいから、帰ろう」
「厭よ。何があったのよ」
「バイト先の探偵がすぐに家に帰れと言っている。人の集まる場所は危険だと言ってる」
「やだ。帰らない」
僕は由希子の腕をとり、強引に引っ張っていった。
「何するのよ! パレードの真っ最中でしょう!」
「おとなしく言うことを聞いて!」
ビニールシートを置き去りにした。僕が真剣な顔をしているので、由希子も何事が起きたのかとびっくりしたらしい。文句を言いながらも、僕についてくる。
ゲートを出、駐車場を走って僕の車に辿り着く。息が上がっていた。しかし、そんなことは言ってられない。僕はすぐに車を発進させ、駐車場を出た。
由希子の家より、僕の家の方がディズニーランドに近い。僕は自分の家へ向かう道へ進路を取った。
「一体どうしたのよ」
由希子はむくれている。
「探偵さんは何を言ったのよ。あたしたちのデートを邪魔できるような大変なことが起きたわけ?」
「わからない。とにかく、逃げなきゃいけないんだ」
「うちに帰して」
「僕の家に行こう。その方が早い。テレビのニュースを見ろと言われてる」
そう言いながら、僕はカーラジオのスイッチを入れた。ニュースのやっていそうな局を背局する。しかし、どの局もニュースはやっていなかった。
「ほら見なさい。何も起きていないじゃないの」
「頼むから言うことを聞いてくれ。堀江さんは何か大変なことを掴んだんだ。特に渋谷には行くなと言っていた」
「渋谷で何が起きるのよ」
「わからない。でも、何かが起きるんだ」
我が家に到着した。父はゴルフ場に行っている。母は近所のスーパーへ買い物に行ったようだ。僕は由希子の手を引っ張って階段を上り、自分の部屋に入ってテレビをつけた。
NHK総合にチャンネルを合わせる。ニュースはやっていなかった。なんだか肩すかしだ。堀江は一体何を焦っていたのだろう。
「あたし、帰る」
由希子がむくれて言う。
「送ってって」
「いいけど、もう少し待ちなよ。どこかでニュースをやっていないかどうか確かめよう」
僕はNHKのBS1にチャンネルを換えた。やはり、ニュースはやっていない。そのほか、地上波民放やBS民放を見てみるが、どこもニュースはやっていない。残るはCSだが、残念ながら我が家ではスカパー!に加入していない。加入しとけばよかった。そうしたら、ニュース専門チャンネルが観られるのに。
僕はチャンネルをNHK総合に戻し、机の前に座ってパソコンを起動させた。ネットでニュースを検索するのである。ポータルサイトやニュースサイトを軒並み見ていく。それから、「渋谷 事件」と入力して検索した。それでも、それらしきニュースはない。
「もういや。楽しみだったのに。さんざんな目に遭ったわ。健一くんも、その探偵さんとつきあうのはやめなよ。アルバイトするより、ちゃんと再就職しなきゃ」
「ここで、臨時ニュースを申し上げます」
テレビの画像がいきなり変わる。ニュースキャスターの顔が大写しになる。僕はとっさに机の前から立ち上がってテレビの前に戻った。
「今日午後三時頃、東京、JR渋谷駅前の交差点で、複数の男女が突然通行人に噛みつくという事件が発生しました。多数の怪我人が出ている模様です」
【続く】
はぴやな広場で描いた!
murbo
絵やデザイン文字(己書というのだが、僕があまりこの名称を気に入っていなく、グラフィックデザインではそもそもデザイン的に書いた文字は以前から存在しているのでそちらに合わせています。ご容赦)を描く、まーびんさんとやっているライブペイントをするユニット、まあぼんの二回目。二回目が出来たらいいかもねと思っていたら、近場で催しがあり、参加できないかなと連絡してみたら良い返事をいただけたので参加しました。未だライブをする環境づくりみたいなことが出来ていないまま、描く絵のレイアウトまでを相談するのが精一杯で2月28日の当日を迎えました。
そうは言っても描く絵もテーマすら決まっていないのです。例えばその場に合わせたものなのか、好きな絵を描くのか、季節とか何らかのモチーフを継続して描くのか。ライブなのでその場で思いつきで描けばいいとお思いでしょうが、イベント開催中に完成させること、二人で描くので事前に何を描くか決めないと描きようがないことがあるのです。
今の所はドローイングが先行なんですが、全部線画が出来てから塗っていないのです。ドローイングとペインティングが同時になっているときが結構多く、そこが二人で描いているポイントでもありまして、描いていることろを見たことがない人は完全に担当を分けて描いていると思われることが多いようです。
今回は2月のオープンエアの会場だったので風が強く、寒かったです。それでも去年から続く暖冬で気温だけなら冬の寒さの辛い感じはなかったかな。風が強いと小さいながらも看板が飛んでいったり、描いている紙が強めにたなびいたり、トラブルにならないまでも困った状態ではありました。まあぼんが外で描ける環境の限界を二回目にして知りました。
見てくれているお客さん方と話をすることも積極的にやっていこうとしています。話しかけてくれたらですが。その会話の中で色を決めたり、追加で描き込んだりしています。書き込みは今回偶然始めたんです。
上の二人以外は資料を探すもの大変なので歌や演奏をしていることにしました。もともと楽器持っていたからね。三人官女は当日ポーズを変えました。最初は上のアクションを無視して前を向いて歌っていたのです。それだと絵の中に物語がないなあと思って変更。
五人囃子はバンドにしたら楽勝だ!と思ってサクサク描いていたら「四人しかいないよ」とお客さんに言われました。しかし既に四人しっかり描いてしまっていたので困りました。この時点ではまだ一人少ないことに気がついていません。
どうにかして五人にしたいが消せない。そこで考えたのが一人遅れてくることでした。下の空間が空いていましたし、そこにキーボードを抱えた五人目を描き足しました。結果的に外への広がりができたのでよかったですね。
多少線が重なっていても気にせず描いています。許容範囲ありますけどね。
人数はたしかに少なかった。しかし、こうやって見てくれる状況は嬉しいね。
【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。
「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。
「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。
「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。
「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE
今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。
「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか?
「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか?
「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22
理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8
ぱおにゃん? 弾射音ショートショート集Vol.2
暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん!」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう?……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録。本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78
デイズ・オヴ・ホミサイド
どうして人を殺すのが悪いことかわからないって? じゃあ、こんな話はどうだ?……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA
彼女の手の中のバービー
彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく--美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ
レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。
いどぅるが手許にないのだ。
人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。
そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。
ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。
行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。
そんなとき、少女・ナオミが現れる。
彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。
はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか?
夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0
A FUNNY STORY OF A SAD STORY
Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world?
This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).
http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE
※この本は英語版です。
HAPPY ENDING and MIAI
This book contains two love stories that occurred in Japan.
“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her?
“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS
※この本は英語版です。
パッチワールド
人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E
【murbo既刊本】
宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80
宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ
戦え!宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG
編集後記
今号は毎月発行は出来たものの、予定の1日配布には間に合いませんでした。かなり油断しています。個人的な生活環境の変化もあり、予定を建てることに雑になっていました。あんまり言い訳しちゃいかんなあ。
次回は予定通りというか、目標通り1日配布でお会いしましょう!
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